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　近代日本におけるブラジル移民史は、日本の歴史学者か
らあまり注目されず、研究蓄積が大幅に遅れている。また
最も基本的な史料であるブラジル移民名簿さえこれまで充
分に活かされてこなかった。ブラジル移民名簿とは、移民
の輸送業務をおこなった移民会社が作成した乗船者名簿の
ことであり、移民に関する詳細なあらゆる情報が記載され
ている。そのうち1917年から1941年までは、ほぼ同形式の
名簿が現在もほとんど残されており、ブラジル移民ほぼ全
ての人物について、渡航年月日、氏名、年齢、性別、出身
地、配耕先の記録が残っている。
　本稿は、名簿分析によるブラジル移民史研究の試論とし
て、まず、ブラジル移民名簿からどのような情報が得られ、
そこからどのような移民史を描きうるか検討をおこなった。
移民名簿に記載された情報の整理、分析により、1908年か
ら1941年までの間のブラジル移民の動向を描き出すことが
目的である。また本稿は、試みに高知県からの移民を対象
とした。高知県は、ブラジル日本移民史に名前を残す人物
を多数輩出しており、また影響力の大きい組織との関係が
強く、そのためさまざまな資料 や先行研究がある。それら
を活用することで分析結果を解釈し、先行研究で出された
仮説を検証する機会も得られるといえる。
　近年、坂口満宏により日本人移民の「源流」を探ること
が求められている。坂口は「源流」を明らかにするために
は、移民を送出した地域の「どこから、誰が、いつ、どの
ようにして、どこへ移住したのかという基本情報の整理が
不可欠で、そのためには公開されている各種旅券名簿や渡
航者名簿のデータ入力を通じて（中略）いわば「出移民基
本台帳」とでもいうべきものの整備」が必要だと述べてい
る（坂口2010）。その後「源流」を探る研究は坂口（2014）
で進展をみせているが、史料となる名簿の全体像の把握や
データ項目の整理等、十分に行なわれているとはいえない。
　本稿は、現在日本国内で閲覧できるブラジル移民名簿の
所在と特徴を調査、個体差を確認した。それぞれどのよう
な異同があり、補えるのか確認、共通事項の抽出を試みた。
「移住年、出版年月日、出帆回、氏、名、生年月日、年齢、
家長との関係、性別、職業、族籍（市郡）、族籍（町村）、族
籍（大字）、船名、移民会社、出帆回、配耕No、耕地名、駅
名、路線名、戸主（家長）との関係、呼寄人及被呼寄人と
の関係、移民種別、移民取扱人」
　データ処理は、次の手順で行った。①表計算ソフトに共
通事項データ入力②白地図および地図行列（属性データ）
作成。③地図描画ソフトで出力、主題図の作成を行った。使
用した表計算ソフトはMicrosoft Excel 2010、地図描画ソ
フトは地理情報分析支援システム「MANDARA」バージョ
ン9.31である。「MANDARA」は専用の白地図を作成した
のち、それに属性データを読み込ませて主題図を作成する
地図描画ソフトである。
　以下、分析結果である。
図１　高知県における移民卓越地域（1908～41年）
図２　コチア駅に集中した高知県移民
